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要約
　本研究の目的は、化学放射線同時併用療法（Concurrent Chemo Radiotherapy： CCRT）を受けている頭頸部がん患
者が、口腔内症状出現前と出現後において、口腔ケアの継続における関連要因を明らかにすることである。調査期間は





























































1. 頭頸部がん患者ケース 1～ 10 の概要
性別は、男性が 7 名、女性が 3 名、年代は、30 代







む多剤併用の遂次療法が 1 名であった。10 名のうち
1名は、治療中に肺炎を併発し治療完遂ができなかっ
た。口内炎の Grade 評価は、Common Terminology 
Criteria for Adverse Events（CTCAE）v4.0 日本語
訳 Japan Clinical Oncology Group（JCOG）版の口腔
粘膜炎の評価を基に行った。Grade2 は 8 名、Grade3





面接時間は 39.3 分 SD（24 ～ 58 分）であった。逐語












































単剤 多剤併用 全頸部照射 局所照射 医療用麻薬 その他＊ 3





2 女性 30 代 左鼻腔 〇 〇 3 口腔内舌 〇 〇




〇 〇 〇 〇 2 左頚部咽頭 〇 〇
4 男性 70 代 下咽頭 〇 〇 〇 〇 2 咽頭 〇 〇
5 男性 70 代 喉頭 〇 〇 2 咽頭 〇





〇 〇 2 咽頭 〇 〇
7 女性 40 代 下咽頭 〇 〇 〇 〇 2 咽頭 〇
8 男性 40 代 舌 〇 〇 〇 〇 2 咽頭 〇
9 男性 60 代 上咽頭 〇 〇 〇 2 咽頭 〇
10 男性 70 代 中咽頭 〇 〇 〇 3 咽頭頬粘膜 〇 〇
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治療 - 口腔癌（舌癌）・咽頭癌・喉頭癌を中心に -】
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